
令和５年

4
Vol.115

あわらのふだんのくらしのしあわせを届ける広報誌

特集　地域の見守り役
　　　民生委員･児童委員と福祉推進員

あ わら
社　協
だ より



民生委員・児童委員に関することは福祉課まで（☎73-8020）　福祉推進員に関することはあわら市社会福祉協議会まで（☎73-2253）お住まいの地域の民生委員・児童委員は「広報あわら（令和４年12月号）」で、
お住まいの区の福祉推進員は「ひだまり（令和４年12月号）」でご確認いただけます。　　広報あわら▶︎　　　　　ひだまり▶︎

地
域
の
見
守
り
役

　
お
住
い
の
地
域
に
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
呼
ば
れ
る
方
が
い
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
、
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
な
ど
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
世
帯
数
ご
と
に
区
分
け
さ
れ
た
地

域
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
の

気
が
か
り
な
方
を
訪
問
し
た
り
、
困
っ

て
い
る
人
を
行
政
や
支
援
機
関
に
つ
な

い
だ
り
と
、
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
そ
し
て
、
各
行
政
区
に
は
福
祉
推
進

員
と
呼
ば
れ
る
方
が
い
ま
す
。
福
祉
推

進
員
は
、
地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
の
気
が
か
り
な
世
帯
に
寄

り
添
い
、
困
り
ご
と
を
関
係
者
に
つ
な

げ
る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

視
野
を
広
げ
る
た
め
の
連
携

　
地
域
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
人
が
住
ん

で
い
ま
す
。
生
活
様
式
が
多
様
に
な
っ

た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
抱
え

る
問
題
も
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
え

る
問
題
や
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
世

帯
数
が
少
な
い
地
域
で
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
担
当
エ
リ
ア
が
複
数

の
区
を
ま
た
ぐ
こ
と
が
あ
り
、
一
人
で

活
動
す
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協

力
し
て
活
動
す
る
の
が
、
各
区
の
福
祉

推
進
員
さ
ん
で
す
。
よ
り
身
近
な
困
り

ご
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
や
区
長
に
情
報
を
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
問
題
が
深
刻
に
な
る
前
に
解
決

へ
と
導
く
手
助
け
を
し
ま
す
。
複
雑
な

問
題
が
増
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

を
見
守
る
目
を
多
角
的
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
見
守
り
役
に
と
っ
て
、
情
報
を
共
有

す
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
一
人

ひ
と
り
の
負
担
は
軽
く
な
り
ま
す
。
余

裕
が
で
き
る
こ
と
で
視
野
が
広
く
な

り
、
隠
れ
て
い
た
問
題
の
新
た
な
発
見

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

相
談
で
き
る
相
手
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
は
安
心
感
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
す
。

人
に
は
言
い
に
く
い
こ
と
も
「
あ
の
人

に
な
ら
話
せ
る
か
も
」
な
ん
て
こ
と

も
、
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

　
昨
年
末
に
改
選
期
を
迎
え
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
福
祉
推
進
員
で
す

が
、
引
き
続
き
今
期
も
活
動
を
続
け
る

北
潟
東
区
の
二
人
に
、
実
際
ど
ん
な
方

法
で
活
動
を
し
て
い
る
の
か
様
子
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

-------------------------------
北
潟
東
区
の
活
動
か
ら
見
る

-------------------------------

地
域
の
見
守
り
役

　民
生
委
員･
児
童
委
員 

と 

福
祉
推
進
員北潟東区・富津区エリア担当

民生委員・児童委員  見澤 昌純さん
北潟東区
福祉推進員  冨田 尚美さん
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た
く
さ
ん
の
人
と
情
報
を
共
有
す
る

　
北
潟
東
区
と
富
津
区
の
エ
リ
ア
を
担

当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
見
澤

昌
純
さ
ん
は
、
今
期
で
４
年
目
の
活
動

に
な
り
ま
す
。
長
年
地
元
を
離
れ
て
い

た
た
め
地
域
の
実
情
が
何
も
わ
か
ら

ず
、
区
長
か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
当
初
は

何
を
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
重
荷
に
感

じ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
「
き
た
と
み

福
祉
委
員
会
」
の
存
在
が
今
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
を
支
え

て
く
れ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る

「
き
た
と
み
福
祉
委
員
会
」
は
、
月
に

一
回
、
地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
る
「
サ

ロ
ン
う
ら
ら
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
の
あ
る
日
に
は
福
祉
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
区
長
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
福
祉
推
進
員
、
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
な
ど
、
地
域
の

こ
と
を
知
る
見
守
り
役
が
ず
ら
り
と
揃

う
た
め
、
皆
で
情
報
を
共
有
す
る
貴
重

な
時
間
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
（
自
分
の
住
ま
い
が
北
潟
東
区
な

の
で
）
特
に
富
津
区
の
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の

富
津
区
の
福
祉
推
進
員
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
高
齢
者
は
サ
ロ
ン
で
月
に
１
回
は

集
ま
る
の
で
、
そ
の
時
に
様
子
が
変

わ
っ
た
人
が
い
な
い
か
確
認
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
来
て
い
る
人
が
来
な
か
っ

た
り
す
る
と
参
加
者
の
方
に
聞
い
た
り

し
て
ね
。
皆
で
共
有
し
て
支
え
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
」

見
守
り
活
動
を
支
え
る
サ
ロ
ン
活
動

　
北
潟
東
区
の
福
祉
推
進
員
を
し
て
い

る
冨
田
尚
美
さ
ん
も
、
地
域
の
こ
と
に

は
あ
ま
り
詳
し
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
サ
ロ
ン
に
一
緒
に
参
加
す
る
こ
と

で
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
一
翼
を
担

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
見
澤
さ
ん

と
は
月
に
１
回
サ
ロ
ン
で
顔
を
合
わ
せ

て
話
す
こ
と
で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
地
域

の
中
に
定
期
的
に
人
が
集
ま
る
機
会
が

あ
る
こ
と
で
、
情
報
を
共
有
し
や
す
い

関
係
づ
く
り
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
見
守
り
役
に
な
る
よ
う
に

　
あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
の
見
守
り
役
を
担
っ
て
い
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
福
祉
推
進
員
の
円

滑
な
連
携
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
地
域
で
起
こ
る
様
々
な
福
祉
課
題
を

早
期
に
発
見
し
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
、
北
潟
東
区
・
富
津
区
で
も
取
り
組

ん
で
い
る
「
福
祉
委
員
会
」
（
ひ
だ
ま

り
令
和
４
年
12
月
号
掲
載
）
や
、
地
域

を
代
表
す
る
方
々
を
対
象
と
し
た
「
福

祉
懇
談
会
」
な
ど
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
福
祉
推
進
員
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
中
の
見
守
り
の
目
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
近
所
で
気
が
か
り
な
方
が
い
る
と
き

や
、
困
り
ご
と
を
行
政
や
社
協
に
相
談

し
に
く
い
と
き
、
ま
ず
は
地
域
の
見
守

り
役
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
ひ
と
声
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
る
一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。
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　令和４年度は施設内で新型コロナウイルスの感染が発生し、休業や入所手
続きに時間がかかったことなどから、運営状況はとても厳しくなりました。こ
れを受け、令和５年度はこれまで以上に感染対策を行い、休業や空床を減ら
すよう取り組みます。
　最も重点とする課題を人材の確保とし、さらに感染症や災害が発生した場合
でもサービスを提供できるよう体制を整え、限られた人材の中で少しでも業務
の負担を減らせるようＩＣＴの導入を進めてまいります。

金津雲雀ヶ丘寮部門

収 入 支 出

安定したサービスを提供するために

かいご  を支える３つの目標

1

人手不足でサービスが提供
できないという事態に陥ら
ないよう、新しい人材の確
保と、やりがいを持って働き
続けることができる環境づ
くりを進めます。

人材の確保と定着化
不測の事態に備えて

2

感染症や災害など不測の事
態が発生しても、継続して
サービスを提供できるよう、
現在のＢＣＰ（事業継続計
画）を見直すとともに、実地
訓練を行います。

ＢＣＰの改訂
業務の効率化のために

3

職員が抱える業務の負担を
軽減できるよう、インカムな
どのＩＣＴ（情報通信技術）
を導入し、業務の効率アッ
プと迅速な対応につなげま
す。

ＩＣＴの導入

①
60.9%

①
78.9%

②
18.7%

⑤ 2.2%

②
16.1%

③
13.7%

③ 1.8% 3.2%

④

4.5%

① 介護保険収入 652,982
② 措置費収入 133,433
③ その他の収入（受託金収入など） 14,852

④ 前年度繰越金 26,139
合　計 827,406

（単位：千円）
① 人件費支出 503,608
② 事業費支出 154,848
③ 事務費支出 113,824

④ その他の支出 37,064
⑤ 拠点区分間繰入金支出 18,062
合　計 827,406

（単位：千円）

より詳しい事業計画と
予算を知りたい方は本
会ホームページに掲載
していますので、そち
らをご覧ください。下
の二次元コードから読
み取れます。

④

地域のつながりをつくるために

令和５年度

事
業
計
画

予
算

　あわら市社会福祉協議会の事業は、老人福祉センター内に事務局を置く法人本部（主に地域
福祉事業）と、あわら市より指定管理を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保険事業）の
２つの部門に分かれています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより知っていただくた
め、部門ごとに事業計画と予算を掲載いたします。

　新型コロナウイルス感染症や、ロシアのウクライナ侵攻による戦乱により、食
料や燃料供給を取りまく環境の不安定な状況が続いています。物価の上昇が相次
ぎ、私たちの家計に大きく影響していますが、特に困窮世帯や高齢者世帯などで
厳しい家計に陥る家庭が増えることが予想されます。困難を抱えた人たちが虐待
や自殺などに追い込まれないよう、相談体制や地域の見守り活動の体制を強化す
るとともに、これまでの取り組みをより一層充実させるよう努めてまいります。

法人本部部門

ふくし  を支える３つの目標

1

コロナ禍で住民同士が顔を
合わせる機会が減っていま
す。地域での孤立やフレイ
ルを防ぐため、地域のつな
がりづくりが活発に行われ
るよう、住民への働きかけ
を行います。

地域住民活動の推進

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

地域や家族とのつながりが
弱くなり、家庭で抱える生
活課題が複雑になっていま
す。多様な問題に対応する
ため、相談体制の強化と、
関係機関との連携を図って
いきます。

相談支援体制の強化
福祉の力を育てるために

3

年々増える福祉課題に対応
するため、人材の開発と育
成に努めます。
また、老人福祉センターの
利用促進と新たな利用者層
を開拓し、施設の活用を進
めます。

人材と施設の開発

①
61.2%

②
5.9%

②
21.1%

⑥
12.0%

③
12.4%

④ 3.6%

③
48.8%

⑤
16.3%

⑤
7.0%

④

①⑦

4.2%

3.8%3.7%

① 会費収入 5,720
② 補助金収入 31,695
③ 受託金収入 73,440
④ 共同募金配分金収入 5,373

⑤ その他の収入 10,528
⑥ 拠点区分間繰入金収入 18,062
⑦ 前年度繰越金 5,536
合　計 150,354

（単位：千円）
① 人件費支出 92,101
② 事業費支出 8,834
③ 事務費支出 18,724
④ 助成金支出 6,247

⑤ その他の支出（共同募金配分金支出、
　 固定資産取得支出など） 24,448
合　計 150,354

（単位：千円）
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（単位：千円）
① 人件費支出 503,608
② 事業費支出 154,848
③ 事務費支出 113,824

④ その他の支出 37,064
⑤ 拠点区分間繰入金支出 18,062
合　計 827,406

（単位：千円）

より詳しい事業計画と
予算を知りたい方は本
会ホームページに掲載
していますので、そち
らをご覧ください。下
の二次元コードから読
み取れます。

④

地域のつながりをつくるために

令和５年度

事
業
計
画

予
算

　あわら市社会福祉協議会の事業は、老人福祉センター内に事務局を置く法人本部（主に地域
福祉事業）と、あわら市より指定管理を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保険事業）の
２つの部門に分かれています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより知っていただくた
め、部門ごとに事業計画と予算を掲載いたします。

　新型コロナウイルス感染症や、ロシアのウクライナ侵攻による戦乱により、食
料や燃料供給を取りまく環境の不安定な状況が続いています。物価の上昇が相次
ぎ、私たちの家計に大きく影響していますが、特に困窮世帯や高齢者世帯などで
厳しい家計に陥る家庭が増えることが予想されます。困難を抱えた人たちが虐待
や自殺などに追い込まれないよう、相談体制や地域の見守り活動の体制を強化す
るとともに、これまでの取り組みをより一層充実させるよう努めてまいります。

法人本部部門

ふくし  を支える３つの目標

1

コロナ禍で住民同士が顔を
合わせる機会が減っていま
す。地域での孤立やフレイ
ルを防ぐため、地域のつな
がりづくりが活発に行われ
るよう、住民への働きかけ
を行います。

地域住民活動の推進

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

地域や家族とのつながりが
弱くなり、家庭で抱える生
活課題が複雑になっていま
す。多様な問題に対応する
ため、相談体制の強化と、
関係機関との連携を図って
いきます。

相談支援体制の強化
福祉の力を育てるために

3

年々増える福祉課題に対応
するため、人材の開発と育
成に努めます。
また、老人福祉センターの
利用促進と新たな利用者層
を開拓し、施設の活用を進
めます。

人材と施設の開発

①
61.2%

②
5.9%

②
21.1%

⑥
12.0%

③
12.4%

④ 3.6%

③
48.8%

⑤
16.3%

⑤
7.0%

④

①⑦

4.2%

3.8%3.7%

① 会費収入 5,720
② 補助金収入 31,695
③ 受託金収入 73,440
④ 共同募金配分金収入 5,373

⑤ その他の収入 10,528
⑥ 拠点区分間繰入金収入 18,062
⑦ 前年度繰越金 5,536
合　計 150,354

（単位：千円）
① 人件費支出 92,101
② 事業費支出 8,834
③ 事務費支出 18,724
④ 助成金支出 6,247

⑤ その他の支出（共同募金配分金支出、
　 固定資産取得支出など） 24,448
合　計 150,354

（単位：千円）
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法人本部・総務企画課
金津雲雀ヶ丘寮・総務係

☎ 73ｰ2253
☎ 73ｰ0144

東部地区民生委員・児童委員

法人本部　　　　　0件　　　　金津雲雀ヶ丘寮　５件

西部地区民生委員・児童委員

苦情受付窓口

苦情解決第三者委員

令和 4 年度の苦情・要望等受付件数

山田 諭　☎ 090ｰ7589ｰ0217 近藤 浩子　☎ 77ｰ2681

［   　令和4年度　苦情受付のご報告　  ］
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︑
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︒
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︑
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﹁
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﹂︑﹁
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︒
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﹁
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︒
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︒
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︑
障
が
い
の
特
性
が
大
き
な
才

能
と
な
っ
て
表
れ
る
こ
と
も
あ
り
︑
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︒
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︑
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︒
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︑
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︒
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﹁
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﹂
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︑
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︒
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︑
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︒
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︵
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︶
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＆
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in 瑞香園
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ハスの実の家さんの
作品展

in なみまち CAFE
※現在は展示終了
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　10
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
お
き
ま

し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
募
金
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
も
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地
域
で
の

つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
活
動
や
、
安
全

な
暮
ら
し
の
た
め
の
支
援
な
ど
、
あ
わ
ら
市
が
皆

に
優
し
い
「
ふ
く
し
の
ま
ち
」
に
な
る
た
め
の
活

動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

福井県全域の活動や
被災地支援のために

あわら市を含む県域の活動や
災害時の支援金など

生活に困っている
世帯のために

困窮世帯への現物給付や
援護金の配付など

障がいのある人や
その家族のために

障がい者やその家族の
情報交換や交流活動など

高齢者が生き生きと
過ごすために

老人クラブの活動や
認知症予防の活動など

皆さまから寄せられた募金は、
たとえばこんな活動に役立てられます。

令和４年度募金総額

7,486,839円
（令和５年３月31日現在）

令和４年度の募金は、
令和５年度の事業に活用されます

募金でつながる、やさしいまちへ

子どもや青少年の
健全育成に

児童遊具の整備や
クリスマス菓子のプレゼント

など

住民のふれあい活動や
暮らしの支援に

地域でのサロン活動や
車椅子の無料レンタルなど

法人本部・総務企画課
金津雲雀ヶ丘寮・総務係

☎ 73ｰ2253
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真
巳

■
二
面
温
泉
区

　
阿
部
　
サ
ク
ノ

　
芦
原
温
泉
上
水
道
財
産
区

　
芦
原
不
動
産

　
伊
藤
自
転
車
店

　
お
で
ん
酒
Ｂ
ａ
ｒ 

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

　
お
や
じ
の
フ
レ
ン
チ
て
つ

　
牛
ホ
ル
モ
ン
焼
　
西
や
ん

　
串
揚
げ
ご
っ
つ
ぁ
ん

　
ク
ス
リ
の
キ
ュ
ー
ピ
ー

　
Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ’

ｓ 
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　
源
の
屋

　
㈲
後
藤
設
備
工
業
所

　
後
藤
た
た
み
店

　
肴
家
　
奏

　
浄
泉
寺

　
ス
パ
イ
ス

　
炭
小
屋
Ｂ
Ｏ
Ｎ

　
セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら

　
㈲
そ
ば
処
日
の
出
屋

　
大
信
金
物

　
㈱
ダ
イ
デ
ン

　
高
橋
尚
文
堂

　
高
橋
タ
ク
シ
ー

　
鉄
板
ダ
イ
ニ
ン
グ
海
月

　
鳥
ひ
ろ

　
な
ん
ば
屋
菓
舗
　
田
中
　
勝

　
灰
原
　
仁
司

　
長
谷
川

　
長
谷
川
　
巧

　
ハ
ナ
ヤ

　
㈱
は
ま
や

　
平
野
屋

　
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
　
孝
子

　
屋
台
中
華
　
ま
る

　
㈲
山
形
屋

■
田
中
温
泉
区

　
浦  

孝
義

　
神
尾
　
尚
子

　
川
崎
　
陽
子

　
喫
茶
　
カ
リ
ー
ブ

　
後
藤  

金
三
郎

　
近
藤
　
安
吉

　
齋
藤
　
幸
子

　
斉
藤
　
政
男

　
島
崎
電
機
商
会

　
㈲
下
出
商
店

　
下
出
　
久
子

　
杉
本
　
隆
洋

　
清
風
荘

　
瀬
尾
　
正
之

　
高
政
　
栄

　
田
中
温
泉
区

　
だ
る
ま
や
菓
舗

　
手
塚
　
和
典

　
㈲
藤
嶋
食
品

　
㈲
藤
田
か
ま
ぼ
こ
店

　
ま
つ
や
千
千

　
み
な
み
園
芸

　
宮
下
理
容
店

　
山
田
建
具
店

■
東
温
泉
区

　
Ｍ
Ｙ
設
備

　
小
地
戸
　
敏
雄

　
高
山
美
容
室

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
た
ま
が
わ

　
つ
り
の
友

　
平
野  

千
代
美

　
増
木
　
里
美

　
増
木
　
眞
二

■
西
温
泉
区

　
お
か
も
と
菓
舗

　
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉

　
黒
川
　
悦
子

　
小
木
　
敬
介

　
齊
藤
社
会
保
険
労
務
士
行
政
書
士
事
務
所

　
坂
　
賢
二

　
㈲
ス
ズ
ム
ラ

　
政
竜
閣

　
千
代
松
荘

　
八
十
川
　
栄
治

　
山
口
　
透

　
吉
川
　
文
行

■
舟
津
区

　
㈲
川
上
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
河
端
　
千
代
治

　
菊
地
　
治
男

　
齊
藤
歯
科
医
院

　
立
田
　
晴
夫

　
新
田
塚
ア
ー
ク
ジ
ョ
イ
あ
わ
ら

　
久
野
印
刷
㈱

　
ビ
ッ
グ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
芦
原
店

　
北
越
建
設
㈱

　
前
田
　
篤
夫

　
美
松

■
二
面
区

　
新
家
歯
科
医
院

　
今
井
精
肉
店

　
岩
本
　
悦
信

　
柴
田
医
院

　
㈲
島
崎
製
材
所

　
大
門
設
備
工
業
㈲

　
出
店
　
数
江

　
戸
波
　
好
夫

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

※
募
金
を
い
た
だ
い
た
時
点
で
の

　お
名
前
・
所
在
地
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
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㈲
な
る
ざ

　
華
筑
紫

　
番
場
　
博
美

　
平
田
　
豪

　
山
崎
　
修
一

■
牛
山
区

　
木
下
　
雅
司

　
坂
井
　
幹
夫

　
北
陸
紡
績
㈱

■
国
影
区

　
坪
川
　
要
一
郎

　
藤
本
　
礼
子

■
新
成
区

　
北
風
　
貴
美
子

　
谷
川
　
眞
由
美

■
井
江
葭
区

　
あ
わ
ら
警
察
署

　
㈲
芦
原
造
園

　
芦
原
メ
ロ
ン
苑

　
北
口
工
務
店

　
ケ
ア
ハ
イ
ツ
芦
原

　
前
田
板
金
工
業

　
焼
肉
食
堂
あ
ら
い
え

　
横
垣
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
宮
王
区

　
㈲
あ
る
く
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド

　
浜
谷
石
材

　
福
田
商
店

■
重
義
区

　
田
川
　
利
治

　
㈲
竹
内
農
園

　
松
永
　
豊

■
番
田
区

　
伊
藤
　
俊
恵

　
北
島
　
利
和

　
中
島
　
愼
一
郎

■
田
中
々
区

　
㈱
姉
崎
組

　
姉
崎
　
恵
子

　
㈱
芦
原
冷
間
鍛
造

　
後
藤
　
芳
明

　
寺
前
生
コ
ン
株
式
会
社
あ
わ
ら
工
場

　
土
橋
　
善
雄

　
橋
本
　
哲
郎

■
堀
江
十
楽
区

　
川
崎
　
正
次

　
川
﨑
　
豊

　
山
田
　
由
一

■
布
目
区

　
大
倉
　
秀
之

■
轟
木
区

　
安
父
　
正
之

　
麻
王
　
俊
和

　
麻
王
　
秀
昭

　
國
重
　
良
治

　
寺
崎
　
稔

　
東
出
　
芳
輝

■
新
田
区

　
荒
川
　
久
男

　
五
十
嵐
　
治

■
東
善
寺
区

　
江
川
　
總
英

　
加
藤
　
英
俊

　
坂
井
地
区
医
師
会

　
菅
安
　
美
枝
子

　
八
田
経
編
㈱

■
谷
畠
区

　
伊
藤
　
尊
泰

　
坪
田
　
利
弘

　
三
上
　
栄
治

　
三
上
　
圭
一

　
三
上
　
慶
子

　
三
上
　
友
子

　
三
上
　
元
子

■
上
番
区

　
伊
藤
　
英
子

　
伊
藤
　
守
男

　
宮
川
　
重
文

　
宮
川
　
民
枝

■
根
上
り
区

　
笹
原
　
み
ち
代

■
仏
徳
寺
区

　
石
黒
　
豊

　
伊
藤
　
清
明

　
伊
藤
　
繁
輝

　
伊
藤
　
諭
貴

　
中
嶋
　
由
昭

　
中
嶋
　
芳
邦

　
吉
田
　
昭
博

　
吉
田
　
純
一

■
翠
明
区

　
朝
日
　
実

■
光
明
区

　
青
池
　
猛

　
中
沢
　
俊
昭

■
御
鷹
区

　
坂
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
清
水
　
成
子

　
山
﨑
　
清

■
中
番
区

　
あ
わ
ら
農
産

　
徳
丸
理
髪
店

　
な
か
ば
ん
農
園

　
(医)
藤
田
医
院

　
藤
田
電
工

　
藤
田
　
は
で
子

　
㈲
奉
仕
堂

　
も
ち
っ
こ
会

　
渡
辺
与
平
商
店

■
下
番
区

　
北
嶋
　
彰
喜

　
北
嶋
造
園

　
北
嶋
鶏
肉
店

　
北
嶋
　
ま
ち
枝

　
ギ
ャ
レ
ッ
ク
ス
㈱
あ
わ
ら
工
場

　
斉
藤
左
官
タ
イ
ル
工
作
所

　
㈱
辻
設
備
工
業
所

　
な
が
た
接
骨
院

　
本
荘
こ
ど
も
園

　
み
ち
や
オ
ー
ト

　
ユ
ニ
オ
ン
オ
ー
ト
㈱

■
河
間
区

　
そ
ば
と
絵
本
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

ぶ
ら
っ
と

　
㈲
デ
ミ
セ
保
険
事
務
所

　
三
上
設
備
工
業
　
三
上
　
謙
一

　
吉
江
　
源
右
衛
門

■
宮
前
公
文
区

　
齋
藤
　
壽
三
雄

■
角
屋
区

　
小
木
電
機
㈲

■
中
浜
区

　
カ
ッ
ト
美
ク
ラ
ブ
シ
ン
ゴ
ー

　
近
藤
　
浩
子

　
田
崎
　
正
實

　
本
荘
建
設
㈲

　
村
田
　
秀
行

　
森
商
店

　
山
本 

久
四
郎

　
吉
井
建
設
工
業

■
北
潟
東
区

　
北
潟
漁
業
協
同
組
合

　
北
潟
こ
ど
も
園

　
㈲
竹
田
材
木
店

　
竹
田
　
勝
利

　
冨
田
理
美
容
店

　
丸
岡
　
栄
一

　
見
澤
　
栄
一

　
見
澤  

啓
子

　
見
澤
　
昌
純

　
八
木  

文
子

■
北
潟
西
区

　
佐
孝  

邦
子

　
佐
孝
　
博
司

　
中
庭
　
弘
之

　
本
多
木
材
㈱

　
六
佐
　
勝
美

■
赤
尾
区

　
㈲
赤
尾
建
設

　
坪
田
　
勉

■
富
津
区

　
西
森
　
幸
作

　
吉
村
　
壮
吾

■
浜
坂
区

　
潟
中
　
眞
佐
美

　
北
栄
　
秀
雄

　
京
堂
　
真
吾

　
小
林
　
茂

　
坂
井
　
良
次

　
堂
野
　
幸
治

　
中
立
　
徳
太

　
浜
坂
区
住
み
よ
い
町
づ
く
り
実
行
委
員
会

　
福
井
県
観
光
開
発
㈱

　
芦
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
藤
井
　
徳
郎

　
山
本
商
店

　
吉
崎
屋
商
会

■
波
松
区

　
坂
井
　
優

　
東
川
　
継
央

　
福
井
鐵
工
㈱
あ
わ
ら
工
場

■
番
堂
野
区

　
番
堂
野
区

■
新
区

　
麻
畑
　
久
人

　
伊
藤
　
宗
雄

　
漆
原
　
春
江

　
エ
ー
デ
ン
㈱

　
金
津
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
㈱
北
島
工
務
店

　
生
谷
　
礼
子

　
竹
内
　
亨

　
フ
ラ
ワ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
い
が
ら
し

　
妙
安
寺
こ
ど
も
園

　
吉
川
　
勝
雄

■
古
区

　
浅
地
デ
ジ
タ
ル
彩
図
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
㈱

　
い
ち
ひ
め
こ
ど
も
園

　
大
岡
　
正
広

　
大
木
下
　
俊
次

　
㈲
オ
カ
モ
ト
工
務
店

　
奥
田
　
利
枝

　
笠
谷
　
義
光

　
片
山
　
美
知
誉

　
か
つ
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
木
下
　
信
子

　
き
む
ら
接
骨
院

　
ク
リ
ー
ン
ガ
ス
福
井
㈱
嶺
北
支
店

　
車
谷
　
君
夫

　
車
谷
　
幸
子

　
後
藤
建
設
㈱

　
田
川
理
容
店

　
多
田
　
健
夫

　
達
川
　
昌
美

　
谷
口
　
璟

　
㈱
バ
ロ
ー
金
津
店

　
パ
ン
＆
ケ
ー
キ
シ
ャ
ト
ー
バ
ロ
ー
金
津
店

　
(福)
仁
善

　
㈱
ひ
な
た
工
房

　
ふ
る
ま
ち
開
放
デ
ー

　
堀
端
　
昭
市

　
三
上
萬
国
堂

　
菱
光
サ
イ
ジ
ン
グ
㈱

■
東
区

　
姉
崎
　
健
司

　
あ
わ
ら
市
商
工
会

　
石
川
　
重
夫

　
圓
道
時
計
・
メ
ガ
ネ
・
宝
石
店

　
㈱
坂
井
農
機

　
甘
党
本
陣
　
嵯
峨

　
志
田
　
光
博

　
高
木
　
四
郎

　
高
木
　
芳
子

　
津
谷
歯
科
医
院

　
坪
田
　
亘
巨

　
㈱
レ
イ
ホ
ク
三
協

■
六
日
区

　
稲
田
　
秀
治

　
稲
田
理
容
所

　
角
惣

　
北
栄
電
機
㈱

　
教
順
寺

　
坂
野
　
靖
子

　
佐
々
木
理
容
所

　
善
蓮
寺

　
玉
木
畳
店

　
坪
田
　
建
昭

　
林
　
公
枝

　
松
代
屋

■
旭
区

　
㈱
エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
フ

　
定
方
モ
ー
タ
ー
ス
㈲

　
美
容
室
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

　
福
井
県
農
協
金
津
支
店

■
桜
ヶ
丘
区

　
㈲
な
か
や

　
豊
友
会
（
坂
井
福
祉
会
）

　
リ
ン
プ
美
容
室

　
レ
ン
ゴ
ー
㈱
金
津
工
場

■
新
富
区

　
味
の
よ
し
だ
や 

し
の
ぶ
庭

　
い
と
う
会
計

　
江
口
理
容
室

　
金
津
旅
行
会

　
㈱
サ
カ
ノ
デ
ン
キ

　
笹
岡
工
業
所
㈱

　
玉
寿
司
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ニ
シ
タ
㈲

　
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
　
森
本
　
信
幸

　
平
田
酒
店

　
㈱
松
木
商
会

　
若
桜

■
天
王
区

　
喫
茶
　
や
ん
ち
ゃ

　
㈱
中
本
電
機
製
作
所

　
森
　
和
代

■
水
口
区

　
奥
村
医
院

　
木
村
　
雅
彦

　
小
絹
屋  

石
沢
　
昌
徳

　
齋
藤 

友
江

　
サ
ク
ラ
イ
オ
ー
ト

　
桜
井
　
惣
師

　
サ
ハ
ラ
フ
ォ
ト

　
沢
井
歯
科
医
院

　
正
山
　
佳
津
子

　
ス
ガ
ハ
ラ
洋
傘
店

　
杉
田
整
骨
院

　
す
て
て
こ
㈱

　
馬
面
昭
栄
堂

■
十
日
区

　
お
お
ま
き
屋

　
汐
見
医
院

　
坪
田
ふ
と
ん
店

　
ひ
ら
り
百
貨
店

■
上
八
日

　
山
田
　
諭

■
八
日

　
㈱
山
岸

■
下
八
日

　
青
清

　
赤
尾
　
政
治

　
石
田
　
忠
夫

　
加
納
病
院
院
長  

中
川  

智
和

　
㈱
姿
羽
馬
忠

　
土
岐
　
良
一

　
安
田
　
俊
雄

■
坂
ノ
下
区

　
有
馬
　
ひ
と
み

　
今
井
　
み
ゆ
き

　
大
久
保
　
嘉
雄

　
貝
吹
　
文
子

　
ギ
フ
ト
和
久

　
㈲
清
水
鉄
工

　
布
谷
　
雪
枝

　
㈲
林
車
輌
工
業
所

　
ミ
ツ
イ
㈱

■
千
束
区

　
嶺
北
あ
わ
ら
消
防
署

■
新
用
区

　
伊
藤
　
忠
雄

　
北
野
　
隆
弘

　
小
西
　
武
則

　
辻
　
孝
之

■
馬
場
区

　
上
谷
　
義
尚

　
さ
か
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
関
　
法
子

　
坪
田
　
春
和

■
春
日
区

　
明
父
　
鉄
朗

　
野
尻
印
房

　
深
田
　
定
勝

■
榛
ノ
木
原
区

　
株
式
会
社
浅
穂

　
㈲
あ
わ
ら
看
板

　
㈱
オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ

　
㈱
金
津
相
互
タ
ク
シ
ー

　
金
津
電
設
㈱

　
㈱
榊
組

　
清
水
　
幸
枝

　
㈱
瀬
川
機
工

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
あ
わ
ら
市
姫
店

　
第
一
建
設
㈱

　
㈱
土
田

　
西
島
木
材
㈱

　
Ｖ ･

ｄ
ｒ
ｕ
ｇ
金
津
店

　
㈱
ブ
レ
ー
ン
ズ
パ
ッ
ク

　
松
森
事
務
所

　
㈱
木
馬

　
山
本
　
豊

　
㈲
嶺
北
自
動
車

■
北
稲
越
区

　
明
父
　
正
守

　
臼
井
　
希
佳

　
江
川
　
慎
二

　
江
川
　
忠
治

　
大
角
　
嘉
一

　
大
角
　
寛
也

　
小
川
　
隆
一

　
奥
出
　
進

　
金
子
　
久

　
小
玉
　
信
行

　
小
林
　
武
男

　
駒
田
　
重
忠

　
駒
田
　
惣
一

　
阪
井
　
奈
里
子

　
杉
村
　
憲
司

　
杉
村
　
昌
吾

　
杉
本
　
修
一

　
瀬
川
　
俊
幸

　
滝
川
　
正
夫

　
谷
川
　
博
幸

　
谷
川
　
吉
治

　
谷
川
　
𠮷𠮷
弘

　
坪
田
　
治

　
坪
田
　
雄
志

　
豊
田
　
敏
幸

　
西
川
　
佳
里

　
西
川
　
佳
男

　
平
野
　
郁
雄

　
平
野
　
義
輝

　
桝
井
　
和
乃
井

　
松
本
　
勉

　
宮
川
　
才
治

　
宮
崎
　
重
一

　
宮
崎
　
旨
夫

　
森
川
　
健

　
森
川
　
烈

　
森
川
　
洋
光

　
山
際
　
佐
登
美

　
山
口
　
正
男

　
山
口
　
正
博

　
山
田
　
征
士

　
吉
岡
整
骨
院

　
吉
川
　
貴
之

■
向
ヶ
丘
区

　
清
水
　
良
恵
他
有
志
一
同

■
伊
井
区

　
岩
崎
工
業
㈱

　
上
鉄
工
業
㈱

　
圓
道
　
由
美

　
円
藤
　
義
廣

　
金
津
中
部
工
業
団
地
企
業
連
絡
協
議
会

　
小
南
　
定
一

　
小
南
石
材
加
工
所

　
㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

　
中
嶋
　
隆
愛

　
中
嶋
　
忠
彦

　
中
嶋
　
秀
行

　
㈱
ひ
な
た
工
房

　
堀
川
　
正
樹

■
古
屋
石
塚
区

　
梶
岡
　
浩
二

　
齋
藤
　
貢

　
酒
井
　
む
津
子

　
㈱
昇
光
家
具

　
白
川
　
文
雄

　
西
川
　
義
雄

　
西
田
　
寛

　
野
島
　
哲
哉

　
古
川
　
隆
志

　
古
屋
石
塚
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
企
業
連
絡
協
議
会

■
桑
原
区

　
川
島
　
茂
志

　
北
岡
　
治
三

　
古
南
　
英
市

　
高
橋
　
博
之

　
竹
内
　
善
友

　
近
馬
　
重
朋

　
中
野
　
秀
幸

　
中
場
　
重
祐

　
中
本
　
一
成

　
中
本
　
学

　
西
田
　
昭
徳

　
野
端
　
一
巳

　
橋
本
　
建
一

　
畑
中
　
貴
治

　
林
田
　
雅
博

　
東
川
　
宏
嗣

　
籔
腰
　
光
男

　
山
田
　
好
則

■
清
間
区

　
伊
井
こ
ど
も
園

　
田
川
　
憲
子

　
龍
田
　
裕
子

■
矢
地
区

　
角
谷
木
材
建
設
㈱

　
㈱
北
自
動
車
工
業

　
志
田
　
勝
治

　
白
崎
　
義
夫

　
細
川
　
秀
己

■
菅
野
区

　
海
渡
　
栄
一
郎

　
海
渡
　
典
子

　
角
田
　
政
弘

　
北
島
　
康
隆

　
㈱
共
栄
電
子

　
㈱
ヒ
デ
コ
ー

　
三
谷
セ
キ
サ
ン
㈱
金
津
工
場

　
宮
﨑
　
勝
代
士

　
村
田
　
勇

　
渡
邊
　
秋
人

　
渡
辺
　
太
一

　
渡
邊
　
大
智

■
南
稲
越
区

　
浅
野
　
忠
義

■
池
口
区

　
東
田
　
弘
子

　
福
伸
工
業
㈱

■
中
川
区

　
伊
藤
　
昭
栄

　
柿
木
石
油
ス
タ
ン
ド

　
金
津
東
こ
ど
も
園

　
島
崎
　
一
哉

　
糴
川
　
一
男

　
土
谷
　
千
寿
子

　
坪
田
　
健
夫

　
中
島
　
さ
ち
子

　
室
田
設
備
工
業
㈲

　
山
田
　
輝
男

■
東
田
中
区

　
ア
リ
ス
化
学
㈱

　
土
屋
　
芳
樹

■
瓜
生
区

　
牧
島
組
㈱

■
南
疋
田

　
山
元
　
智
英
美

　
吉
田
　
仁
美

■
北
疋
田
区

　
山
田
　
千
代
子

■
次
郎
丸
区

　
深
田
　
富
美
子

　
堀
江
　
与
史
朗

■
御
簾
尾
区

　
大
橋
　
成
孝

　
川
内
　
信
一

　
川
内
　
秀
典

　
坂
井
森
林
組
合

■
北
区

　
㈲
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
上
野

　
轟
産
業
㈱
金
津
支
店

■
前
谷
区

　
伊
佐
田
　
一
美

　
加
藤
　
信
一

　
山
本
　
信
証

　
吉
野
　
和
雄

　
吉
野
　
克
彦

　
吉
野
　
司
信

　
吉
野
　
則
夫

■
笹
岡
区

　
車
田
　
二
郎

　
称
運
寺
　
窪
田
　
幹
雄

　
丸
子
　
武
宏

　
三
上
　
秀
夫

　
山
下
　
義
夫

　
渡
辺
　
清
宏

　
渡
辺
防
災

■
熊
坂
区

　
上
田
　
節
子

　
大
西
　
隆
夫

　
岡
田
　
薫

　
久
保
　
孝

　
熊
谷
　
敏
子

　
熊
谷
　
な
お
み

　
熊
谷
　
盛

　
竹
澤
　
嘉
康

　
竜
田
　
忠
則

　
竜
田
　
正
信

　
竜
田
　
美
智
子

　
辻
橋
　
純
子

　
三
上
　
純
子

　
三
上
　
進

　
三
上
　
洋

　
三
上
　
文
子

　
村
口
　
祐
一
郎

　
安
川
　
利
江

　
山
形
　
徳
義

　
山
口
　
浩
一
郎

　
山
本
　
雅
文
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吉
田
　
慎
一

　
渡
辺
　
加
代
子

■
下
金
屋
区

　
大
田
　
和
男

　
㈱
学
園
不
動
産

　
北
本
　
定
夫

　
西
田
　
哲
章

　
南
川
　
幸
一

　
南
川
　
文
導

　
宮
本
　
義
久

■
牛
ノ
谷
区

　
網
谷
　
洋
三

　
伊
藤
　
正
義

　
稲
葉
　
義
夫

　
内
田
　
和
夫

　
阪
井
　
延
美
子

　
佐
々
木
　
與

　
佐
々
木
　
幸
治

　
高
崎
　
武
夫

　
竹
藤
　
よ
ね
子

　
谷
口
　
正
範

　
谷
本
　
繁
高

　
㈲
坪
田
鉄
工

　
福
屋
　
憲
三

　
前
川
　
前

　
山
本
　
一
次

　
吉
田
　
憲
一

　■
名
泉
郷
区

　
縣
　
好
博

　
稲
木
　
博
実

　
北
出
　
安
行

　
北
　
宜
隆

　
小
林
　
昌
嗣

　
左
高
　
源
弘

　
柴
田
　
義
則

　
竹
下
　
邦
衛

　
仲
村
　
勲

　
西
出
　
進

　
長
谷
部
　
衛

　
馬
場
　
康
行

　
林
田
　
和
三

　
松
田
　
市
郎

　
宗
京
　
正
治

　
㈲
名
泉
ホ
ー
ム

　
山
田
　
修

■
東
山
区

　
縣
　
昭
義

　
伊
戸
　
康
清

　
岡
崎
　
千
里

　
加
納
　
藤
吉
郎

　
城
戸
　
恒
彌

　
山
田
　
英
夫

　
渡
辺
　
哲
夫

■
後
山
区

　
石
田
　
継
治

　
川
﨑
　
雅
一
郎

　
佐
藤
　
康
裕

　
宗
石
　
公
彦

　
宗
石
　
忠
宏

　
宗
石  

光
雄

　
宗
石
　
義
弘

　
山
川
　
利
栄

　
山
田
　
哲
夫

■
鎌
谷
区

　
ギ
フ
ト
ス
タ
ー
寿

■
滝
区

　
坂
本
　
修

　
佐
藤
　
健
夫

　
山
﨑
　
長
吉
郎

■
青
ノ
木
区

　
今
藤
　
一
則

　
㈱
杉
田
組

　
近
藤
建
設
㈱

　
長
谷
川
　
忠
典

　
長
谷
川
　
ま
ゆ
み

■
宮
谷
区

　
神
尾
　
正
晴

　
堀
川
　
博
司

■
山
室
区

　
阪
藤
　
美
千
代

　
嶋
　
敏
子

　
平
田
　
哲
吾

　
山
崎
　
茂
雄

■
高
塚
区

　
旭
観
光
バ
ス
㈱

　
永
岡
　
光
博

　
ビ
ッ
グ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
高
塚
店

　
山
田
　
美
代
子

　
(福)
悠
々
福
祉
会

■
清
王
区

　
大
南
　
新
一

　
㈱
ド
ラ
フ
ト

　
中
山
　
佑
一

■
柿
原
区

　
川
瀬
　
周
二

　
川
瀬
　
純
一
郎

　
川
瀬
　
範
雄

　
酒
井
　
喜
久
志

　
酒
井
　
新
一
郎

　
酒
井
　
敏
雄

　
佐
藤
　
清
美

　
佐
藤
　
照
夫

　
佐
藤
　
英
美

　
藤
川
　
一
男

　
藤
田
　
幸
久

　
堀
川
　
治
夫

　
見
神
　
利
夫

　
㈱
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ス
ト

　
山
口
　
義
雄

■
山
十
楽
区

　
瑞
香
園

　
福
井
鋲
螺
㈱

■
蓮
ヶ
浦
区

　
小
林
　
か
ほ
る

　
妻
川
　
忠
致

　
妻
川
　
忠
義

■
指
中
区

　
㈲
大
栄
ビ
ジ
ネ
ス

■
嫁
威
区

　
浅
田
　
満

　
五
郎
川
　
哲
二

　
㈱
五
郎
川
電
機

　
坪
田
　
勝
久

　
橋
川
　
洋

■
日
の
出
区

　
齋
藤
　
豊
子

■
吉
崎
区

　
㈱
イ
ー
パ
ッ
ク

　
石
塚
　
郁
雄

　
石
塚
醤
油
店

　
大
家
　
英
博

　
岡
田
酒
造
店

　
七
野
　
和
夫

　
末
富
　
攻

　
古
井
　
千
佐
子

　
山
下
　
和
子

　
山
津
　
正
雄

　
湯
谷
　
茂
治

　
和
田
　
達
昭

■
坂
井
市

　
三
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
そ
の
他

　
あ
わ
ら
市
役
所

　
あ
わ
ら
市
副
市
長

　
あ
わ
ら
市
教
育
長

　
あ
わ
ら
市
役
所
部
長
会

　
あ
わ
ら
市
役
所
課
長
会

　
あ
わ
ら
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
あ
わ
ら
市
金
津
雲
雀
ヶ
丘
寮

　
あ
わ
ら
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
市
姫
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　
上
田
　
雅
貴

　
新
郷
地
区
区
長
会

　
す
ま
い
る
の
会

　
細
呂
木
校
下
五
区
区
長
会

　
細
呂
木
ほ
や
ほ
や
料
理
教
室

　
匿
名
の
皆
さ
ま

学
校
募
金

　
芦
原
中
学
校

　
伊
井
小
学
校

　
金
津
高
等
学
校

　
金
津
小
学
校

　
金
津
中
学
校

　
金
津
東
小
学
校

　
北
潟
小
学
校

　
細
呂
木
小
学
校

　
本
荘
小
学
校

金津高等学校の皆さま

金津小学校の皆さま

三国ロータリークラブ様
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社協からのお知らせ
・ ─────────────── ・

災害時におけるライオンズクラブとの
三者協定について

　あわら市が地震や大雨などの災害で被災した時に
備えて、あわら市、あわら三国ライオンズクラブ、あわ
ら市社会福祉協議会の三者で協定を結ぶ準備を進め
ています。
　この協定により、ボランティアや物資の供給などの
協力がスムーズに行われることが期待されます。
　今後の動向については、本会のホームページやＳＮＳ
で随時お知らせいたしますので、ぜひご確認ください。

いきいきテラスいちひめ（老人福祉センター）
利用時のマスク着用について

　３月13日よりマスクの着用については個人の判断
となっていますが、いきいきテラスいちひめ（老人福
祉センター）は重症化リスクの高い高齢者が多く利用
する施設であることから、今後も館内でのマスク着用
をお願いしています。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

寄付・寄贈ありがとうございました
令和５年２月１日〜令和５年３月31日受付分

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

24日㈬ 13：00〜16：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

08日㈪ 13：30〜15：30
29日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

月～金 9：00〜17：00
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

19日㈪ 13：00〜16：00
会場：湯のまち公民館
　　　

12日㈪ 13：30〜15：30
26日㈪ 13：30〜15：30
会場：いきいきテラス
　　　いちひめ

5 月 5 月 5 月

６ 月 ６ 月 ６ 月

インスタグラム フェイスブック ツイッター

ホームページ

誰かに悩みを聞いてほしい

心配ごと相談
気軽に弁護士に相談できます

無料法律相談
素敵なお相手探しに

結 婚 相 談

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

発  行
  社会福祉法人 あわら市社会福祉協議会 

〒919-0621　あ わ ら 市 市 姫 二 丁 目 31 番 6 号 
TEL  0776–73–2253　FAX  0776–73–4542

匿名　様　　　　　　　　2,000,000円

他にも多くの皆様から
食品などのご寄付をいただいております。

心よりお礼申し上げます。

　６ページで紹介したハスの実の家のギャラ
リーでの展示にお邪魔したときに、ある作品
を紹介してもらいました。障害のある方が、
某国民的キャラクターのイラストを見本なしで
描いたというものなんですが、その上手さに
驚き！ 諸事情で誌面では紹介できなかったの
で、ぜひ本物を見に行ってほしいです！

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

編 集 後 記

＼SNSで ＃あわらのふくし 発信中。フォロー・いいね！お願いします／

あわら市社会福祉協議会
マスコットキャラクター

はるちゃん

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

※要予約（☎73-2253） ※要予約（☎73-2253）
※相談時間は一人20分です
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この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて活動しています。

あわら市心身障害（児）者育成会

会員募集
一人ではできないことも、手をつなぐ仲間がいればできるかも。

あなたの困りごと、やりたいことはなんですか？

手をつなげば
楽しい！

手をつなげば
頑張れる！

手をつなげば
わかる・話せる！

レクリエーション 施設激励訪問 新春懇談会

問合せ あわら市心身障害 児 者育成会
（社会福祉法人あわら市社会福祉協議会）
TEL 73－2253  FAX 73－4542

３,０００円年会費

障がいのある方の社会
参加訓練を兼ねて、研
修旅行を実施していま
す。ご家族での参加や、
車いすでの参加も可能
です。

県内各地の施設入所者
の皆さんを訪問し、激
励しています。

福祉制度・サービス
などの学習会と合わ
せて、学校や仕事、
将来のことなどを気
楽に話し合っていま
す。

知的障がいのある方のご家族の皆さんへ



仲間と一緒に出かけたい方、軽い運動をしたい方、生活の相談をする相手が欲しい方など、
年齢や障がいの種別は問いません。お互いを尊重しながら、幸せに暮らせる社会を目指して、

私たちと一緒に活動する会員を募集しています。ぜひ気軽にお問合せください。

会 員 募 集
あわら市身体障害者福祉協会

日帰り旅行

お楽しみ
芸能歓笑会

福井県障がい者
スポーツ大会

卓球バレー
体験教室

５月 ６月

８月
11月

年に一度、会員の皆さ

んと一緒に日帰りバス

の旅に出かけています。

今年は三方五湖方面へ、

ハーブ石鹸づくりの旅

を企画しています。

県内の障がい者

が集い、フライ

ングディスクや

卓球などの競技

を行っています。

どんな人も参加

できるスポーツ

「卓球バレー」

で親睦を深めて

います。

音楽や演芸など

の文化鑑賞を、

会員の皆で楽し

んでいます。

対　　象

年 会 費

あわら市在住で身体障害者をお持ちの方、
または会員の家族やヘルパーなど

１,５００円

問合せ・申込み あわら市身体障害者福祉協会（社会福祉法人あわら市社会福祉協議会）
TEL 73−2253　FAX 73−4542 この事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて活動しています。


